
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
深
い
関
心
と�

普
及
の
熱
意
を
持
つ
39
人

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
や
１
歳
６

カ
月
健
診
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で

の
指
導
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
を
始
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行

事
の
支
援
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
」「
楽
し
か
っ
た
」

の
笑
顔
が
何
よ
り
の
原
動
力
で
す
。

　

各
小
学
校
区
で
教
室
や
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

〝
健け

ん
こ
う幸

〟
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
も

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
を
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　

☎
９
８
７
・
７
５
７
１

▲今年４月のスポーツデー
で、ペタンクなどを指導

シビックプライドとは… まちに誇りや愛着を持ち、主体的にまちづくりに関わること。 
当事者意識の高い市民がこのまちの主役です。

三島市スポーツ
推進委員会

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催する
イベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問広報広聴課☎ 983・2620 三島市　市民活動団体応援

サムオレ子育て支援ルームほとり�
参加者募集

時６月 26 日㈪①午前 10 時 15 分②午前
11 時 15 分③午後０時 15 分場ほとり和
室（日の出町）内　①②子育て講座③ラ
ンチ交流※詳細はサムオレで検索費①
② 500 円③ 300 円 （ ワンドリンク制 ）対
①どなたでも②③未就園児ママ定①②各
10 組③ 20 組申・問Ｓｏｍｅｔｈｉｎｇ　Ｏｒａｎｇｅ 三
島 ・ 中島☎ 090・9974・5984

三島フィルハーモニー管弦楽団�
第 44 回定期演奏会

時６月 18 日㈰午後１時 30 分開場、午
後２時開演場市民文化会館大ホール内　
ベートーヴェン：交響曲第５番「運命」、
ショスタコーヴィチ : 交響曲第５番「革
命」、指揮 : 清水醍輝費全席自由一般：
2,000 円、学生：1,000 円（当日券あり）
問土山☎ 971・5297

三島ハーモニカメイツ�
メンバー募集

時第１、３水曜日午後３時 15 分～４時
45 分※１回目は、７月５日㈬（６～ 10
カ月）場生涯学習センター５階音楽室

内10 カ月間の講義の後、サークル編入
費月 1,000 円※教本代 5,000 円定若干申・
問６月 30 日㈮までに広田☎ 986・5413
三嶋大祭り山車シャギリ大会�
大人シャギリ参加応募説明会

時７月６日㈭午後７時場本町タワー４階
費１団体 5,000 円申・問山車シャギリ実
行委員会・渡辺☎ 090・5034・6024

三島親子茶道教室

時７月８日㈯～平成 30 年１月、第２、
４土曜日午後２時～３時 30 分場錦田公
民館内日本古来の心の文化茶道にふれ、
礼儀作法を体験し楽しく学ぶ※指導者３
人費2,500 円（全 13 回分）対年長とそ
の保護者、小学～高校生定12 人申・問６
月 30 日㈮までに中山☎ 971・6689

剣道で心と体を鍛えませんか

時毎週水曜日、午後７時～８時場三島南
高等学校体育館内週１回１時間なので無
理なく通えます。アットホームな剣道教
室で一緒に稽古しませんか。費月 500 円
対小・中学生持胴着・防具※貸出あり申・
問錬武会剣道教室・村上☎ 080・5450・
9293
武蔵をうならせた武術、杖

じょうどう
道！�

同好会会員募集
時毎週土曜日午前９時～正午場市民体育
館、 西小学校内杖と木刀による形稽古の
古武道費小 ・ 中学生 ： 月 300 円、高校生 ：

月 500 円、 一般 ： 月 1,000 円対どなたで
も申・問山形☎ 972・5670

健康吹き矢会員募集

時毎月３回土曜日午後１時～４時場市民
体育館２階多目的室内吹き矢で心身とも
にリフレッシュしませんか※無料体験あ
り費月 800 円（連盟会費 300 円含む）対
小学生以上申・問日本吹き矢連盟三島支
部・杉澤☎ 080・3078・9805

五
ごじゅうからさんぽかい
十雀山歩会会員募集

時月末の日曜日※月１回、午前８時～午
後５時場静岡、山梨、神奈川県の山野
内山野を３～５時間歩き、森林浴と景観
を楽しみ草花を愛でる。初・中・上級
のコースあり費年会費 2,000 円、参加
費 2,500 円から対成年男女申・問佐藤☎
987・3886

蛍の夕べ

時６月 17 日㈯午後５時場食彩あら川丸
平（中央町４・16）内食事をしながら蛍
の話をする夕涼みと散策費2,500 円（１
ドリンク、料理込）対男女各 10 人定未
婚の 20 ～ 40 歳申・問明るいまちづくり
の会事務局・木下☎ 090・8959・9517

8 月１日号への掲載の申込みは、6
月 23 日㈮までに、広報広聴課ko
uhou@city.mishima.shizuoka.jp、
℻ 983・2719

子育て

スポーツ・健康文化
その他

5 月１日号 29 ページの「子育て」の「講
演会」記事において誤りがありました。
訂正してお詫び致します。

（誤）内きこえ（正）内聴こえ、
（誤）問聴児を持つ親子の会（正）問み
しま難聴児を持つ親子の会
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「た
あ
た
」
は
、
わ
た
し
と
妹
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
い
つ
も
農
家
の
仕

事
を
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
パ
パ

と
じ
い
じ
と
協
力
し
て
、
お
い
し
い
野
菜

を
作
っ
て
い
ま
す
。
じ
い
じ
は
お
い
し
い

大
根
を
作
る
の
が
と
て
も
上
手
で
す
。

　

あ
と
、
忙
し
く
て
も
わ
た
し
と
妹
の
送

り
む
か
え
を
し
て
く
れ
ま
す
。
学
校
、
そ

ろ
ば
ん
、
ピ
ア
ノ
、
習
字
、
バ
レ
ー
が
終

わ
る
と
む
か
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。
た
あ

た
は
忙
し
く
て
も
い
つ
も
や
さ
し
く
め
ん

ど
う
を
見
て
く
れ
ま
す
。
た
あ
た
、
じ
い

じ
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

わ
た
し
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

※それぞれのお名前は直筆です。
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三
島
に
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
設
け

ら
れ
た
「
横よ

こ
ど
う道

」
と
呼
ば
れ
る
観
音
霊

場
（
霊れ

い
げ
ん験
あ
ら
た
か
な
場
所
）
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
続
く
庶
民
の
観
音
講
を

紹
介
し
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、
観
音
菩
薩
は
三
十
三
の

姿
に
変
わ
り
、
衆
生
を
救
う
と
信
じ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
平
安
時
代
末
に
近
畿

地
方
を
中
心
と
し
た
三
十
三
所
巡
礼
が

始
ま
り
、中
世
に
は
「
西
国
三
十
三
所
」

を
巡
礼
す
る
風
習
が
広
が
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
観
音
霊
場
巡
り
は
、
伊

勢
参
り
と
な
ら
び
、
民
衆
に
人
気
の
旅

で
し
た
。
し
か
し
ひ
と
月
に
上
る
旅
路

で
あ
る
た
め
費
用
も
か
か
り
、
裕
福
で

な
い
と
行
く
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
全
国
各
地
に
西
国
を
模

し
て
三
十
三
観
音
霊
場
が
設
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

伊
豆
と
駿
河
の
二
国
に
ま
た
が
る
観

音
霊
場
三
十
三
カ
所
を
め
ぐ
る
「
伊
豆

駿
河
両
国
横
道
観
音
霊
場
」
が
成
立
し

た
の
は
江
戸
時
代
の
初
め
ご
ろ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
三
島
の
白

滝
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
白
滝
観
音
像

が
一
番
札ふ

だ
し
ょ所

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
巡

礼
は
三
島
か
ら
始
ま
り
、
田
方
、
沼
津
、

富
士
、
富
士
宮
、
静
岡
、
島
田
の
古
い

寺
院
を
巡
り
、
三
十
三
番
目
、
静
岡
市

清
水
区
大
内
に
あ
る
霊れ

い
ざ
ん山
寺
で
終
了
で

す
。
歩
い
て
一
週
間
の
旅
で
し
た
。

　

県
内
で
も
古
い
観
音
霊
場
で
あ
る
北

伊
豆
や
東
駿
河
地
域
の
寺
院
に
は
、「
よ

こ
ど
う
」「
横
道
」「
両
国
」
な
ど
と
刻

ま
れ
た
江
戸
時
代
の
石
造
の
観
音
供
養

塔
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
民
衆
、特
に
女
性
た
ち
が
こ
の「
横

道
」
を
巡
礼
し
、
奉
納
絵
馬
や
奉
納
写

真
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
巡
礼
は
昭
和
三
十
年
代
ま
で
続
き

ま
し
た
。

　

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
起
き
た

安
政
の
大
地
震
や
明
治
初
期
の
廃
仏

棄き
し
ゃ
く釈（

仏
像
や
経
典
を
破
棄
す
る
運
動
）

に
よ
り
、
白
滝
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
白

滝
観
音
堂
も
荒
れ
果
て
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
白
滝
観
音
像
は
本
町
に

あ
る
常
林
寺
の
住
職
が
預
か
り
、
常
林

寺
の
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
芝

町
の
人
々
が
中
心
と
な
り
、
白
滝
公

園
に
観
音
堂
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
彫
ら
れ
た
白
滝
観
音
像
が
納

め
ら
れ
、
観
音
霊
場
が
復
活
し
た
の

で
す
。

　

毎
月
十
八
日
の
十
時
、
白
滝
公
園

の
隅
に
建
つ
観
音
堂
に
数
人
の
婦
人

と
常
林
寺
の
ご
住
職
が
集
い
、
観
音

経
を
上
げ
る
観
音
講
が
催
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

ま
た
、
常
林
寺
の
山
門
入
っ
て
右

手
、
源
兵
衛
川
沿
い
に
建
つ
観
音
堂

に
も
白
滝
観
音
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
も
毎
月
十
八
日
午
後
、

婦
人
た
ち
が
集
ま
り
、
住
職
に
唱
和

し
て
観
音
講
を
催
し
て
い
ま
す
。

　

数
奇
な
歴
史
を
刻
む
二
つ
の
白
滝

観
音
像
と
、
そ
こ
に
集
う
婦
人
た
ち

の
き
ず
な
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

郷土資料館☎ 971・8228

観
音
霊
場
の
道

―
横よ
こ
ど
う道

巡
礼
と
観
音
講
―

▲常林寺の観音講

▲せせらぎの上に建つ白滝観音堂

企画展「三島のたからもの―市の指定文化財を大公開！－」開催
前期：６月３日㈯～８月６日㈰、後期：８月８日㈫～９月1０日㈰
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